
観
光
客
数
が
著
増
す
る
一
方

人
口
減
少
も
進
む

　

軍
艦
島
（
端
島
炭
坑
）
や
長
崎
造

船
所
関
連
遺
産
を
含
む
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
の
は
２
０
１
５
年
７
月
。

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
関
連
遺
産
」
に
つ
い
て
も
世
界

遺
産
の
認
定
を
目
指
し
て
17
年
に
ユ

ネ
ス
コ
に
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
影
響
も
あ
り
、
15
年

に
長
崎
県
を
訪
れ
た
観
光
客
数
は
延

べ
３
３
２
８
万
４
１
５
０
人
（
前
年

比
２
・
７
％
増
）
と
２
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
長
崎
港
は
同

年
に
１
３
１
隻
（
前
年
比
13
・
９
％

増
）
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
を
受
け
入
れ
、

博
多
港
に
次
ぐ
水
準
だ
。

　

一
方
、
長
崎
県
の
人
口
は
１
３
７

万
７
１
８
７
人
（
15
年
10
月
１
日
時

点
。
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
）。

前
回
の
国
勢
調
査
（
10
年
）
か
ら
４

万
９
５
９
２
人
（
３
・
５
％
）
減
少

し
た
。
市
町
村
別
に
み
る
と
長
崎
市

の
人
口
は
１
万
４
２
５
８
人
減
少
し

て
お
り
、
全
国
で
福
岡
県
北
九
州
市

に
次
い
で
減
少
数
が
大
き
い
。
人
口

減
少
率
は
新
上
五
島
町
が
10
・
７
％
、

小
値
賀
町
も
10
・
１
％
な
ど
、
と
く

に
離
島
地
域
で
高
い
傾
向
に
な
っ
て

い
る
。

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
と
十
八
銀
行
の
経
営
統
合
の
舞
台
と
な
る
長
崎
県
で
は
、
日

本
の
他
の
多
く
の
地
域
と
同
様
、
人
口
減
少
や
経
済
構
造
の
転
換
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
長
崎
県
を
支

え
て
い
く
た
め
に
経
営
統
合
の
実
現
を
目
指
す
銀
行
側
も
、
審
査
の
長
期
化
を
厭
わ
な
い
公
正
取
引

委
員
会
も
、
地
域
の
顧
客
の
利
益
を
追
求
す
る
立
場
は
同
じ
だ
が
、
議
論
は
平
行
線
の
よ
う
だ
。
地

元
経
済
界
や
金
融
界
に
は
経
営
基
盤
強
化
へ
の
期
待
と
、
競
争
緩
和
等
へ
の
不
安
が
交
錯
し
て
い
る
。
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複
数
案
を
慎
重
に
検
討

　

預
金
保
険
機
構
と
金
融
庁
は
、
２
０
１
７
年
度

以
降
の
預
金
保
険
料
率
の
引
下
げ
に
つ
い
て
最
終

調
整
を
進
め
て
お
り
、
３
月
21
日
に
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
る
預
保
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

「
運
営
委
員
会
」
で
正
式
に
決
定
す
る
。
関
係
者

に
よ
れ
ば
、
現
在
０
・
０
４
２
％
の
料
率
が
、
０

・
０
３
５
〜
０
・
０
３
７
％
程
度
の
水
準
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

　

ま
ず
、「
堅
い
数
字
」（
関
係
者
）
と
さ
れ
て
い

る
の
が
０
・
０
３
７
％
。
預
保
は
21
年
度
末
に
責

任
準
備
金
を
５
兆
円
程
度
に
積
み
立
て
る
目
標
を

設
定
し
て
い
る
。
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
、

「
17
年
度
以
降
の
料
率
を
０
・
０
３
７
％
に
引
き

下
げ
て
も
５
兆
円
の
水
準
に
到
達
す
る
と
の
結
論

が
得
ら
れ
た
」（
同
）
と
い
う
。
運
営
委
員
会
の

開
催
直
前
ま
で
、
責
任
準
備
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
も
と
と
な
る
預
金
動
向
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
が
、「
０
・
０
３
５
％
ま
で
引
下
げ
の
余

地
が
あ
る
」（
別
の
関
係
者
）
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

17
年
度
以
降
の
預
金
保
険
料
率
は
、
昨
年
来
、

預
保
と
金
融
庁
内
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
作
業
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
検
討
の
過
程
で
は
、
当
該
年

度
中
に
金
融
機
関
の
破
綻
等
の
突
発
的
な
出
来
事

が
発
生
し
な
か
っ
た
場
合
の
み
料
率
を
割
り
引
く

「
条
件
付
き
の
引
下
げ
方
式
（
一
部
返
還
方

式
）」
や
、
預
金
残
高
の
伸
び
に
応
じ
て
料
率
を

毎
年
度
見
直
す
案
な
ど
、
複
数
案
が
検
討
さ
れ
て

き
た
。
だ
が
、
返
還
の
際
の
手
続
が
煩
雑
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
案
は
「
金
融
庁
判
断

に
よ
っ
て
不
採
用
に
な
っ
た
」（
関
係
者
）
と
い

う
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
預
金
保
険
料
率
は
14
年

７
月
に
設
置
さ
れ
た
「
預
金
保
険
料
率
に
関
す
る

検
討
会
」
で
の
計
７
回
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
15
年

度
に
実
行
料
率
０
・
07
％
を
０
・
０
４
２
％
に
引

き
下
げ
た
ば
か
り
だ
。
そ
れ
か
ら
２
年
も
経
た
ず

に
、
な
ぜ
ふ
た
た
び
見
直
す
判
断
に
至
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

大
き
な
要
因
は
、
預
金
が
想
定
以
上
に
積
み
上

が
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
前
回
の
議
論
の
際
に
は

「
金
融
機
関
の
預
金
残
高
は
本
格
的
な
減
少
時
代

に
突
入
す
る
」
と
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
慮
し
、
金
融

機
関
の
預
金
残
高
は
横
ば
い
で
推
移
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
料
率
が
設
定
さ
れ
た
。
だ

が
、
そ
の
後
の
預
金
残
高
の
伸
び
は
当
時
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
以
上
に
力
強
く
、
預
金
保
険
料
が

か
か
る
「
被
保
険
預
金
」
は
2
年
間
で
約
60
兆
円

も
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
預
保
が
10
年
に
日
本
振
興
銀
行
を
破
綻

処
理
し
た
際
に
、
一
般
勘
定
か
ら
振
興
銀
に
資
金

援
助
し
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
破
綻
処
理
手

続
の
過
程
で
預
保
の
子
会
社
で
あ
る
整
理
回
収
機

構
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
が
振
興
銀
の
資
産
の
買
取
り
を
続

け
て
き
た
が
、「
納
付
金
収
入
（
回
収
益
）
が
当

初
の
保
守
的
想
定
よ
り
も
順
調
で
、
そ
れ
が
責
任

準
備
金
の
積
上
が
り
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
」

（
関
係
者
）。
そ
の
結
果
、「
目
標
の
責
任
準
備
金

５
兆
円
は
１
年
前
倒
し
の
達
成
が
可
能
」（
同
）

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
前
述
し
た
検
討
会
の
報
告
書
（
15
年

１
月
公
表
）
に
は
、「
付
保
対
象
預
金
の
実
際
の

伸
び
や
金
融
経
済
情
勢
等
を
ふ
ま
え
て
適
用
料
率

・
達
成
時
期
を
必
要
に
応
じ
て
点
検
す
る
」
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
適
切

な
料
率
を
今
回
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
の
は
妥
当

な
判
断
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

昨
年
来
、
水
面
下
で
検
討
さ
れ
て
き
た
２
０
１
７
年
度
以
降
の
預
金
保
険
料
率
の
引
下
げ
が
内

定
し
た
。
３
月
21
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
預
金
保
険
機
構
の
運
営
委
員
会
で
正
式
に
決
定
す
る
。

関
係
者
に
よ
れ
ば
、
現
在
０
・
０
４
２
％
の
料
率
を
０
・
０
３
５
〜
０
・
０
３
７
％
程
度
に
引

き
下
げ
る
方
向
で
最
終
調
整
中
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
苦
し
む
な
か
、
金
融
機
関
に
経
費
削

減
効
果
を
も
た
ら
す
と
あ
っ
て
、
金
融
界
は
歓
迎
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、
地
域
金
融
機

関
の
中
長
期
的
な
厳
し
い
収
益
環
境
の
前
で
は
「
焼
け
石
に
水
」
と
の
冷
静
な
声
も
聞
か
れ
る
。

３
月
に
正
式
決
定
す
る

預
金
保
険
料
率
引
下
げ
の
全
貌
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ポ
ス
ト
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
層
へ
の 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
不
十
分

わ
れ
わ
れ
投
資
信
託
運
用
会
社
と

し
て
も
一
つ
の
反
省
点
が
あ
る
。
文

字
ど
お
り
「
働
く
こ
と
を
や
め
る
」

こ
と
が
「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
」
だ
と

す
る
と
、
プ
レ
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト

で
あ
る
資
産
形
成
層
へ
の
投
資
教
育

は
充
実
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
ポ
ス

ト
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
層
に
対
す
る

投
資
教
育
は
、
医
療
・
介
護
・
年
金

な
ど
当
該
層
に
マ
ッ
チ
し
た
保
険
商

品
を
提
供
し
て
い
る
保
険
業
界
に
比

べ
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

資
産
形
成
層
に
対
し
て
は
、
現
在

や
今
後
の
金
利
等
市
場
環
境
の
見
通

し
、
老
後
の
必
要
資
金
や
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
に
応
じ
た
資
産
形
成
の
必
要

性
、
運
用
面
で
の
資
産
分
散
の
重
要

性
や
時
間
分
散
の
有
益
性
を
説
明
す

る
投
資
教
育
の
方
法
が
確
立
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
資
産
形
成
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
バ
ラ
ン
ス
型
フ
ァ
ン

ド
も
充
実
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

一
方
、
ポ
ス
ト
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン

ト
層
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
投
資

教
育
が
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
お
ら
ず
、
提
供
し
て
い
る
フ
ァ

ン
ド
と
な
る
と
、
富
裕
層
等
一
部
の

投
資
家
層
を
除
け
ば
、
そ
の
多
く
が

毎
月
分
配
型
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
。
毎

月
分
配
型
フ
ァ
ン
ド
の
利
点
の
一
つ

は
、
毎
月
払
い
出
さ
れ
る
分
配
金
が

時
間
分
散
で
一
部
換
金
す
る
こ
と
と

ほ
ぼ
同
等
の
経
済
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
投
資
対
象
の
多
く
は
、
単

一
資
産
で
あ
り
、
長
期
的
な
リ
ス
ク

・
リ
タ
ー
ン
特
性
の
向
上
に
は
、
分

散
投
資
型
の
フ
ァ
ン
ド
に
分
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

ポ
ス
ト
・
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
層
に
提
供
し
て
い
る
の
は
、
富
裕
層
な
ど
一
部
の
投
資
家
層
を
除
く
と
、

毎
月
分
配
型
フ
ァ
ン
ド
が
大
勢
を
占
め
る
。
し
か
し
、
毎
月
分
配
型
フ
ァ
ン
ド
は
、
フ
ァ
ン
ド
ご
と

に
分
配
金
額
が
決
ま
っ
て
お
り
、
個
々
の
投
資
家
の
必
要
と
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
必
ず

し
も
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
な
い
。
本
来
、
販
売
会
社
と
し
て
は
、
投
資
家
ご
と
に
ニ
ー
ズ
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
運
用
プ
ラ
ン
を
提
供
し
た
い
は
ず
だ
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
解
決
策
の
一
つ
と

し
て
、〝
顧
客
本
位
〟
と
い
う
視
点
か
ら
も
「
定
期
受
取
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
採
用
を
提
案
し
た
い
。
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